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2012年度アカデミック・リンク・セミナー(第2回) 

「新しい電子教科書、新しい電子教材」参加者アンケート集計結果 

当日参加者数：27 名    アンケ－ト提出数： 16件 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 千葉大学アカデミック・リンク・センターでは、「生涯学び続ける基礎的な能力」「知識活用能力」を持つ『考える学生』を育成

することを目的とし、デジタル時代における大学の学習教育環境の改革に取り組んでいきます。今後の活動のために、本日のセミ

ナーに参加されたご意見・ご感想をお寄せください。 

 

１．本日のセミナーで、よくわかったこと、新しい発見などがあればお書きください。 

 

 

２．本日のセミナーで、よくわからなかったこと、疑問に残ったことがあればお書きください。 

 

 

 

・BIG PADをうちの研修に使いたい・・・。 

・電子書籍のコンテンツの型。 

・単なる電子書籍ではない電子教科書の具体的内容について理解出来ました。 

・インタラクティブな電子書籍がようやく台頭してきたように感じます。 

・電子黒板の実際の利用例を知ることができた。 

・著作隣接権が動くかもしれない。 

・大日本印刷の方のご説明がとても興味深かった。 

・大学での電子教科書の現状がわかりました。 

・アカデミック・リンクの現状を見学させていただきありがとうございました。 

・電子出版について。 

・eトーキーは使ってみたい・・・・→パワーポイントでも可能？ 

・アカデミック・リンク・センターにおける学習教育環境改革への取り組み状況。 

・千葉大学さんが新しい取り組みを続けていらっしゃること。 

・電子教科書、電子教材について、出版社、取次、教員といった様々な立場からの問題点、取り組み状況がわ 

かり、参考になった。 

・見学会で素晴らしい図書館を拝見させて頂き貴重な機会を誠にありがとうございました。Nature Japanの教

科書も大変勉強になりました。 

・具体的な電子教科書の導入例とその成果等があれば知りたかったです。 

・日本語対応の電子書籍(教材)の現況。 

・導入に関する諸問題を知りたかった。（特に費用面について） 

・価格 

・教材については千葉大学でどのようなものを作成しておられるのかを実際に拝見したいと思いました。 

・情報が多すぎて分かりにくい。（xxx）時間をとるか、分割してほしい。 

・「Principles of Biology」を授業で使用する上での問題点。(インタラクティブな仕組みなだけに教員の負担も

増える。) 

・よくわからなかったこと、疑問に残ったことは特になし。 



３．今後もアカデミック・リンクではセミナーやシンポジウムを企画していきます。そこで、取り上げてほし

いテーマや講師があれば、お書きください。 

 

４．本日のセミナーの内容について等、その他、自由にご意見をお書きください。 

 

５．次の（１）、（２）について、該当するものに○をつけてください。 

 （１） a.学外から参加 11名  b.学内からの参加 4名 無回答 1名 

 （２） a.学生 2名  b .教員  3名  c .大学職員(図書館職員を除く) 3名   d.図書館職員 3名   

e. 出版関係 1名  f.その他 4名  

６．セミナーを何で知りましたか？ 

    a.Web(アカデミック・リンク・センター)3名 b. Web（図書館） c.Web（千葉大学）1名   

d.図書館内電子掲示 e.ポスター  f.センターからのメール 9名  g. Facebook・Twitter  

 h.その他 2名 ( DNPからのご紹介、他 ）無回答 1名 

 

千葉大学 アカデミック・リンク・センターでは、セミナーの開催や関連する情報を提供しています。これらの

情報を希望される方は、お名前・ご所属・メールアドレスをご記入ください。（既に登録されている方は引き

続きお届けしますので、空欄で結構です） 

お名前：（                                    ） 

ご所属：（                               ） 

電子メールアドレス： □申込時に申請したもの □それ以外（                  ） 

ご協力ありがとうございました。 

※4名が新規に継続的な情報提供を希望 

・画像・動画コンテンツを教材・教育にどのように有効に使うか。 

・iBooks  Authorの教材サンプル例。 

・多様な内容を期待します。 

・クラウドの教育活用について。 

・「教材と学生を近接」させる具体例をぜひ教えていただきたいと思います。 

・英語版は無料のものもあるようですね。もっとちがった角度から情報を提供してほしい。 

・教授陣や学生によるミニ・ガイダンスなど希望。 

・御大学の実証実験進捗状況。 

・大変よかった。 

・最後のBIG PADは非常におもしろかったです。 

・電子教材の可能性、及び問題点の両方が浮かび上がったように思います。 

・ネットワーク（無線LAN）関連を使用した説明がうまく見られず残念でした。 

・おもしろい。 

・全般的に盛りだくさんですが時間が不足と思います。消化不良の印象です。 

・企業のPRは残念ながらセミナーにはふさわしくないと思いました。 

・デモがうまく行くようにサポートしてください。 

・見学会、レクチャー等最先端の事例に接することができました。厚く御礼申し上げます。 

・大変勉強になりました。有難うございました。 

・非常に参考になりました。ありがとうございました。 

・大変有意義なセミナーをありがとうございました。 


